
国語（中）部会 
 

Ⅰ．研究の概要 

１．研究主題「主体的な思考・判断・表現を伴う学びの創造」 

～対話的な学習を通して表現力を高める言語活動の充実を目指して～ 

 

 

２．主題設定の理由 

 令和3年1月の中教審答申によると、これからの時代は「Society5.0」と呼ばれる、社会の在り方が劇的に変化す

る時代を迎えており、近年の情報化やグローバル化といった社会の変化が、加速度的に進展し、より複雑で予測困難

な状況になっていくであろうと捉えている。このような時代だからこそ、子どもたち一人一人が、予測できない変化

に対して前向きに向き合う必要がある。そして、感性を豊かに働かせながら、よりよい人生社会の在り方を考え、試

行錯誤しながら、問題を発見・解決し、新たな価値を創造していくとともに、持続可能な社会の創り手となっていく

ことができる力を身に付ける必要がある。そのためにも、学力の三要素【基礎的・基本的な知識・技能、知識・技能

を活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力、そして、主体的に学習に取り組む態度】のバラン

スのとれた育成や言語活動の充実を図ることが重要である、としている。 

我々、教員は、そのための一つの手段として、「生徒の主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を活性

化していくことが重要である。授業においては、今後も、単元や題材のまとまりの中で、子どもたちが「何ができる

ようになるか」を明確にしながら、「何を学ぶか」という学習内容と、「どのように学ぶか」という学びの過程を組み

立てていく必要がある。このような視点の中で授業改善をさらに図るために「対話的な学習」を通してより、伝え合

う力を高め、子供たちの学びに向かう思考力・判断力・表現力を育てていきたい。 

 

 

３．研究仮説 

生徒同士、生徒と教師との対話的な活動を通して、考えを伝え合うための表現力を育てることができる。 

４．研究内容   

(１)教科書教材について

の実践研究 

・対話的な学習を中心と

する言語活動の設定 

・教材の指定はしない 

・ICTの積極的な活用を

図る 

(２)教科書教材以外について

の実践研究 

・対話的な学習を中心とする

言語活動の工夫を行い、授

業実践に生かす 

・言語能力を高め、言語感 

覚を豊かにするための実践 

・優れた教材の開発 

・ICTの積極的な活用 

(３)理論研究 

・国語教育を取り巻く現状 

や課題について学び、課

題解決の方策の手がかり

を得ることで、直面する

課題に対応する教師の力

量を高める 

(４)教育課程研究 

・教育課程追補編の作成を

行った。今後は、それら

を活用し、研究主題の解

明に努められるよう、必

要な調査や資料、事例の

収集、研究等を行う 

 

 

５．研究方法 

 (１)地域サークルでの研究推進   (２)石教研第二次研究協議会   (３)各種研修会 

 (４)部会情報「一語一会」の発行  (５)ホームページの更新     (６)教育課程委員研修会 



Ⅱ．実践研究の経過と成果 

 １．実践研究の成果 

   ４月１５日(火)  石教研専門部会 第一次研究協議会(於 江陽中) 

  １０月１７日(金)  石教研専門部会 第二次研究協議会(於 花川北中) 

  １１月１８日(木)  理論研修会(於 とうべつ学園) 

   ２月６日(金)   各市町村 第三次研究協議会 

 

 ２．専門部会 第二次研究協議会での交流 

   (１)専門部会 第二次研究協議会での交流内容 

 

◆   ◆   ◆   ◆   ◆   ◆   ◆   ◆   ◆   ◆   ◆ 

【１年生 教材名「蓬莱の玉の枝―「竹取物語」から」】 

   〇授業者  ：髙橋 大輔 教諭(石狩市立花川北中学校) 

 

本時の展開(３/６) 

▼授業者より 

年度当初から、「なんでシート」というワーク

シートを用いて、生徒の疑問や気づきを大切

にしながら、授業に取り組んできた。グルー

プ活動や意見交流など積極的に行うことが

できる生徒の実態から、古典作品でも主体

的・対話的な活動が実践できると考え、本単

元を設定した。 

 

 

▼意見交流(抜粋) 

■「なんでシート」の活用で生徒が主体的に

学習に取り組んでいた。■具体的な振り返り

を行うことができていた。■班の中での役割

分担を明確にすることで、より生徒の考えが

深まるように感じた。■オクリンクを使用す

る際、質問ごとに提出先を設置すると、考え

を比較しやすく、視覚的にもわかりやすいと

感じた。■根拠を大切にしながら、話し合い

を進めている姿が印象的だった。 

 

 

 

▼質問と回答(抜粋) 

 

〇質問：４つの問いが多かったのではないか？ 

●回答：実際に授業をしてみて、「深まり」という視点で考えると、問いは少なくてもよかった。 

○質問：４つにも載っていない「疑問」を生徒が考えていくのもいいのではないか。 

●回答：主体的に学習に取り組むという観点から、生徒が感じた疑問について考えを深められたらよかった。 



◆   ◆   ◆   ◆   ◆   ◆   ◆   ◆   ◆   ◆   ◆ 

【２年生 単元名「人間のきずな」 教材名「ヒューマノイド」】 

   〇授業者  ：今渕 恵理香 教諭(石狩市立花川南中学校) 

   〇本時の目標：伏線や登場人物の言動の意味を考え、内容を解釈している。 

 

本時の展開(５/６)  

▼授業者より 

本教材は、令和７年度版中学校国語の

教科書に書き下ろされた作品である。

軽快に回収されていく伏線や温かな

余韻を残すラストシーンから人との

絆や成長について思索するとともに、

自分の考えを的確に表現する力を育

成することをねらいとして授業実践

を行った。 

 

 

 

▼意見交流(抜粋) 

■感情の度合いを表現させる際、円グラ

フで表現させる方法もあったのではない

か。■３年生で学習する「握手」や「故郷」

につながる作品であったと思う。色々な

気持ちが読み取れるので、無理に収束さ

せないのも一つの方法。■積極的に意見

交流ができていた。他者の考えを自分の

ものにし、考えを深めていけると更によ

いと感じた。■小グループでの対話的な

活動だったので、多様な視点で話し合う

ことができていた。■本教材は行間を読

ませる教材であったと思う。 

 

▼質問と回答(抜粋) 

 

〇質問：グループでの話し合いが停滞した時の支援方法について、どのように考えているか。 

●回答：視点を与えることを意識している。心情について書かれている場面や、「僕」の心情の変化した場面などの視

点について考えさせることが一つの方法と考える。 



◆   ◆   ◆   ◆   ◆   ◆   ◆   ◆   ◆   ◆   ◆ 

【３年生 教材名「説得力のある構成を考えようースピーチで心を動かす」】 

   〇授業者  ：浅野 美智 教諭(石狩市立花川中学校) 

   〇本時の目標：１.自分の立場や考えを明確にし、相手を説得できるように論理の展開などを考えて、話の構成を工夫   

している。 

２.場の状況に応じて言葉を選ぶなど、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫している。 

 

本時の展開(２/４) 

▼授業者より 

年度当初から、自分の意思表示を

しっかり行う実践を行ってきた。

個人やペア活動などさまざまな形

で意見を交流している。本教材は、

聞き手を説得できるように、話の

構成や表現の仕方を工夫しなが

ら、スピーチを行う授業である。ど

うすれば相手を説得できるような

スピーチができるのか、生徒同士、

生徒と授業者との対話を軸に授業

実践を行った。 

 

 

 

▼意見交流(抜粋) 

■今、何をすべき時間なのか指示が

とても的確だった。■防災に関わる

テーマの設定がよかった。■スピー

チは相手を意識することが重要なの

で、１・２年生に伝わるような表現を

用いることが大切だと感じた。■説

得力のある構成にするために事実の

基づいた根拠を示す必要があると感

じた。■根拠のない文章を推敲して

いたが、少し間違いが多いように感

じた。推敲させるポイントを明確に

することで、説得力のある文章に必

要な観点について気づくことができ

たように感じた。 



◆   ◆   ◆   ◆   ◆   ◆   ◆   ◆   ◆   ◆   ◆ 

   (２)専門部会 第二次研究協議会での協議内容 

  

＜第１学年 分科会の様子＞ 

【レポート交流から】 

・ラーニングマウンテンの提示 

・戦争教材の比較 

・自己内対話 

【実践・意見交流の話題】 

◆ICTを取り入れた活動について 

スライド等を活用し、文字だけでなく画像や動画などを活用することで、これまで以上に多様な方法で自分の考えを表現

することができるようになったと感じられる。辞書機能や資料検索なども容易にでき、学習の幅が広がっていると感じる一

方、安易な情報利用や生成AIを活用することで、生徒の書く力が向上しづらいという面もあるという意見があった。 

＜第２学年 分科会の様子＞ 

【レポート交流から】 

・疑問解決型学習について 

・まとめ活動の方法について 

・自由進度学習について 

【実践・意見交流の話題】 

◆振り返りの活動について 

 毎時間 100 字で学習したことの振り返りを行うことで書く力が向上してきているという実践があった。書くことに苦手意

識をもっている生徒に対しては、書き方の型を示すことが一つの支援方法であるという意見もあった。また、日本語の使い

方として、間違いのある文章を推敲させることで、正しい言葉の使い方を学んでいくなど、振り返りの方法や書く活動につ

いて交流することができた。 

＜第３学年 分科会の様子＞ 

【レポート交流から】 

・ICTを活用した句会 

・R80の取り組み 

・生徒の実態に応じた教材研究 

【実践・意見交流の話題】 

◆書くことに対する指導について 

どの先生方も、生徒の実態を最初に話していた。そしてその生徒の実態に応じて教材研究をし、授業を実践していくこと

が大切なのではないかという意見が多く聞かれた。なかでも、書くことに苦手意識をもっている生徒に対してどのような指

導を行っていけばよいかという話題になり、書くためにはまずしっかりと教材を読むことが重要であることや、意図をもっ

た書く活動の有効性について交流を深めた。 



Ⅲ．教育課程の研究 

 「今年度は、『対話』が重視された活動を単元計画の中に位置付けること」「ICT及び関連するデジタルコンテンツのさ

らなる有効活用」「教科書内容や筆者の考え等について、自身の考えをもち、日常とつながるような生活に根差す教育活

動」といったことを柱として研究を進めてきた。授業実践の交流や、研究授業を通して単元計画の中での対話の位置付

けや、デジタルコンテンツの有効な活用方法について考えを深めることができた。今後も部会員で研鑽を積みながら研

究を深めていきたい。 

 

 

Ⅳ．理論研修会 

  

 １．理論研修会 

  （１）日時  １１月 １８日（火） １３：００～１６：２０開催  

  （２）場所  当別町立とうべつ学園 

  （３）講師  桂川 淳 氏（当別町立とうべつ学園 校長）  

  （４）演題  「授業づくりの力を高めるための理論と実技 ～言語活動の充実を目指して～」 

     内容  ①部長挨拶 ②講師紹介 ③講演 ④質疑応答 

  

 ２．理論研修会の成果 

■語彙を増やすための一つの方法として、教科書にある巻末漢字の利活用について学ぶことができた。 

■２００字作文を書く上で、どのような条件を示すと書く力が向上するのかを知ることができた。 

■教材で、何を学ぶのかを明確にし、単元を貫く問いを示しながら単元をデザインしていくことの重要性について 

「ごんぎつね」を通して、学ぶことができた。 

 

 

Ⅴ．部会研究の成果と課題 

<成果> 

 今年度は、先生方が対話に重点を置きながら授業を展開していたように感じる。また、各市町村や研修センターの

研修会や他の先生方の実践を参考に、新たな授業づくりに努めていた。国語科におけるICTとアナログとの使い分け

の実践例も多く共有され、表現力を高めるためにICTが有効活用されていた。 

<課題> 

 対話的な活動では、生徒自身が自分の考えを伝えるために必要な語彙が不足しているように感じる。多くの言葉を

知り、活用する中で表現力の向上が期待できる。ICTの有効活用については、今後も管内の先生方での交流及び研鑽が

必要不可欠である。生徒が主体的に学習に取り組めるような授業をデザインしていくことが課題である。 

 

(文責 藤原 義久) 


